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広帯域ISDN応用グループ

テレワーキングシステム
BroadbandlSDN GroupTele-WOrking System

企業活動のグローバル化,情報化の進展に伴い,ネットワークの有効活用が

ますます重要になってきている｡日立製作所では,1990年代後半からの通信基

盤である広帯域ISDN(BroadbandIntegratedServicesDigitalNetwork)の

応用システムの先行開発に,積極的に取r)組んでいる｡

この一環として,広帯域ISDNに対応した通信プラットフォーム｢グループテ

レワーキング システム+を提案する｡本システムにより,自席のワークステー

ションから遠隔地との間で,データ,動画,音声などのマルチメディアを用い,

facetofaceでの密度の高いコミュニケーションと,コンピュータ支援による共

同作業をリアルタイムで行うことができる｡現在,実験システムを試作し,実

用化に向け評価を進めている｡

n 緒 言

1990年代後半から21世紀にかけての,次世代の通信ネット

ワーク基盤としてノム借域ISDN(BroadbandIntegrated

ServicesDigitalNetwork)が注臼されておr),現在,この実

現に向けた研究開発が精力的に進められている｡

広帯域ISDNにより,これまで難しかった広域にわたる自然

動画,高速データ,高精細静止画などの大量の情報通信が可

能になる｡しかし,この特徴を生かした応用システムの検討

はこれからであり,広帯域ISDNをどのように活用していくか

が次の重要な課題になっている｡

日立製作所では,広帯域ISDNのインフラストラクチャとし

ての交換,伝送機器の研究開発とともに,応用システムの研

究開発も積極的に進めている｡

一九 ワークステーションの高性能化と普及に伴って,マ

ルチメディア化,ネットワーク化が急速に進展しつつある｡

これら二つの動向に着眼し,広帯域ISDNによってワークス

テーションをネットワーク化して,ビジネスユースへの適用

を想定した新しい通信プラットフォーム｢グループテレワー

キングシステム+の研究開発を進めている｡これは,広帯域

ISDN対ん､bマルチメディアワークステーションにより,自席に

兢ながら複数の遠隔地との間で,データ,音声,自然動画な

どのマルチメディアを用い,facetofaceの密度の高いコミュ

ニケーションと,コンピュータ支援による共同作業(CSCW:

星 徹*

中村史朗*

本間信幸**

伊熊純一***

7ち7Ⅶ 肋∫ん宮

戸滋7耶才0 ∧kゑα桝㍑れゾ

∧わ∂加γ〟々オ肋乃桝α

_わ邦'才ぐ如な即納α

ComputerSupportedCooperativeWork)をリアルタイムで

行うことができる,通信とコンピュータを融合させたシステ

ムである｡

本稿では,｢グルー70テレワーキングシステム+のコンセ

プト,機能要件,実現方式および適用分野について示すとと

もに,ワークステーション2050/32をベースに試作した広帯域

ISDN対応ワークステーションと,遠隔での医療相談を例にし

たグループテレワーキング実験システムについて述べる｡

田 背 景

広帯域ISDNは,ISDNの約100倍から1,000倍の速度で,音

声,データなどに加え,自然動画,高速データなどの通信が

可能になる広域ネットワークであり,1990年代後半から21世

紀にかけての,次世代通信インフラストラクチャとして期待

されている｡1995年からのサービスの実用化を目標に,現在,

CCITT(国際電信電話諮問委員会)での標準化活動が精力的に

行われている｡1988年CCITT勧告でATM(Asynchronous

TransferMode)が盛り込まれ,さらに1992年勧告で詳細勧告

がされることになっている1),2)｡これと並行して,各国のコモ

ンキャリア,通信機器メーカーなどで,ATM交換機などの関

連技術の開発が進められており,日立製作所でも積極的に研

究開発に取り組んでいる3)｡

*1+立製作所システム開発研究所 **口立製作所情報システム開発本部
***

口立製作所コンピュータ事業部
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このような広帯域ISDNに対して,アプリケーションでの期

待は大きいが,一方,具体的な応用システムの検討は始まっ

たばかりであり,広帯域ISDNをどのように活用していくかが,

次の大きな課題となっている｡このためのユーザーからのニ

ーズ調査も盛んに行われている4)｡

企業ユーザーに着目すると,企業活動の情報化,グローバ

ル化の進展により,広域にわたる大量のコンピュータ間の通

信,CAD/CAMデータ通信などの高速データ通信,高精細画

像の通信,テレビ会議,企業内CATV(Cable Television)な

どのマルチメディア通信等の多様で大量の通信のニーズがい

っそう高まってきている｡

また,組織や業務の分散化が急速に進んでおり,連携をと

って業務を進めるには,離れた所どうしでのコミュニケーシ

ョンや打ち合わせ,迅速な共同作業がますます重要になって

きている｡

このような企業の情報化と相まって,ワークステーション

のオフィスへの普及とネットワーク化が急速に進んできてお

り,ワークステーションを用いて共同作業を支援するCSCW

システムの研究開発が進んでいる｡日立製作所でも電子対話

システムとして積極的に取り組んでいる5)｡

さらに,ワークステーションの高性能化の進展により,大

量の情報を持つ動画などのマルチメディアが扱えるようにな

ってきており,ワークステーションのマルチメディア統合処

理と,広帯域ISDNのマルチメディア統合通信により,新たな

通信応用サービス機能の提供が期待できる(図=｡

一方,現状の通信応用システムでは,通信が主体に発展し

てきたものと,コンピュータを主体に発展してきたものが,

広帯域ISDN

WSの高性能化,

高機能化

C〉

◇

マルチメディア

統合通信

●データ

●音 声

●静止画

●動 画

融合化

マルチメディア

統合処理

●数値データ

●文字データ

●画像データ

●音声データ

●動画データ

C〉
新しい

通信サービス

注:略語説明:WS(Workstation)

広帯観SDN(Broadbandlntegrated ServicesDigitalNetwork)

図l マルチメディア統合通信と統合処理の融合 広帯域1SDNに

よるマルチメディア統合通信と,ワークステーションのマルチメディア

統合処理は,新しい通信サービスを促す｡
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それぞれ独立して実現されている｡このため,エンドユーザ

ーからみると,サービス,業務ごとに異なった端末を使い分

けなければならないというケースも起こっている｡

また,扱う情報も,例えばテレビジョン電話では,faceto

faceのリアルタイムコミュニケーションができるが,コンピュ

ータ化された業務情報などの電子化情報を迅速に活用するこ

とは難しい｡一方,電子メールなどのコンピュータ通信では,

上とは逆に電子化情報をそのまま送ることができるが,通信

相手の表情,動作,雰囲気などを伝えることができない｡

広帯域ISDNを活用し,上記の課題を解決していくために

は,通信とコンピュータを融合した新しいコンセプトによる

通信応用システムが望まれる｡

これらを解決するために,広帯域ISDN対応マルチメディア

ワークステーションを用いたコミュニケーションとコンピュ

ータによる共同作業を支援する,新コンセプトによる通信応

用システム｢グループテレワーキングシステム+を提案し,

実験システムを試作した｡

田 広帯域ISDNの応用システム

広帯域ISDNでは,従来のネットワークが提供する対話形イ

ンタラクティブサービスに加えて,放送サービスなどの分配

形サービスの提供も行うことができるようになる1)(図2)｡

一方,伝送される情報メディアの観点からは,ISDNで扱え

る音声,データ,圧縮動画,静止画などに加えて,自然動画,

広帯域ISDNサービス

インタラクティブサービス

会話サービス

(リアルタイム形)

メッセージサービス

(蓄積形)

リトリープサービス

分配サービス

分配サービス

(ユーザー制御なL)

分配サービス

(ユーザー制御あり)

図2 広帯域ISDNの網の提供サービス 広帯域ISDNは,既存ネット

ワークが提供するインタラクティブサービスに加えて,分配サービスも

提供する｡



高速データ,高精細静止画などの大量の情報がグローバルに

通信できるようになる｡

これらの特徴を生かした,新たに登場してくると想定され

るサービス機能を表1に示す｡

グループテレワーキングシステムは,広帯域ISDNに対応

したマルチメディアワークステーションで,自然動画,デー

タ,音声などのマルチメディアを活用し,自席から離れた所

と,facetofaceでのコミュニケーションとコンピュータの支

援による共同作業(CSCW)を実現するシステムである｡

ロ グループテレワーキング システム

4.1ね ら い

広帯域ISDNの時代でのグループテレワーキングシステム

のねらいを図3に,また,グループテレワーキングシステ

ムの構成イメージを図4に示す｡広帯域ISDNで接続されたマ
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ルナメディアワークステーションが,企業基幹情報系,デー

タベース,各種サーバ,企業CATVなどでネットワーク化さ

れている｡

4.2 機能要件

グループテレワーキングシステムを構築するための機能

要件を以下に述べる｡

(1)広帯域ISDN対応マルチメディアワークステーションとマ

ルチメディア通信機能

動画,音声を統合し,かつ広帯域ISDN対応ATM通信イン

タフェースを持つマルチメディアワークステーションにより,

テレビジョン電話,電子対話,動画データの検索表示などが

可能である｡

(2)マルチメディア電子対話機能(CSCW)

遠隔地のワークステーション間で,同じプログラムを共有,

連動させることにより,居ながらにして電子化情報による打

表l広帯域ISDNを生かしたサービスとグループテレワーキングシステム 広帯矧SDNの特徴を生かした,各種の新しいサービスの登場

が期待される｡

特 徴 動 画 高精細静止画 高 速 デ
ー

タ

インタラクティブ
会話形

●テレビジョン電話 ●印刷原稿転送 ●LAN間接続

●テレビ会議 ●カラーファクシミリ ●高速ファイル転送

サービス

分配

サービス

●ビデオメール

グノレープ

●映像検索

●静止画像通信

テレワーキン

●高精細画像検索

●CAD/CAMデータ転送

グシステム

●ビジュアライゼーション

アクセス形 ●ビデオオンデマンド

●遠隔監視

●企業内CATV

●ビデオテクス

●電子新聞

●マルチメディアDBアクセス

●文字放送放送形

グループテレワーキング システムの

教育 不動産 出版 金融 分散ソフト開発

アパレル リモートエンジニアリング

適用分野 病院 製造 化学

一般オフィス

注:略語説明 CATV(Cab】eTelevision)

背 景 ねらい
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企業活動の

情報化

グローバル化

分散化
グループテレワーキング システム

凸 ンズ 好 打
●遠隔地とのリアルタイム共同作業

●コンピュータ化された企業情報のリアルタイム活用

●分散職場での迅速な意思疎通

q

離れたところとの

face to faceのコミュニケーションと

コンピュータによるリアルタイム

共同作業支援(CSCW)

シーズ

●広帯軌SDNによる広域にわたるマルチメディア高速通信基盤の確立

●ワークステーションのオフィスヘの普及と高性能,高機能化ネットワーク化

注:略語説明 CSCW(ComputerSupported CooperativeWork)

図3 グループテレワーキングシステムのねらい 広苗矧SDNを活用した,遠隔地とのコミュニケーションとリアルタイ

ム共同作業を支援するシステムである｡
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企業基幹

情報系

マルチメディア

DB

メールサーバ

会議サーバなど

企業内

CATV

R

機能

国
2≦≡≡≡≡≡喜莞:

マルチメディア

ワークステーション

広帯域

ISDN

R ⊂〕

●動画,データ,音声統合マルチメディアワークステーション

●広帯域ISDN対応マルチメディア統合通信

●NTSC自然動画テレビジョン電話

●マルチメディア電子対話

●動画DBの同時検索表示

●基幹情報システムとのネットワーク

●汎(はん)用ワークステーション機能

企画書

‥匡】
久

胃ミ≡≡≡喜≡≧≧R

注:略語説明 NTSC(NationalTelevisionSystemCommittee),DB(DataBase)

図4 グループテレワーキング システムの構成 広帯域ISDN対応マルチメディアワークステーションにより.

遠隔地間でのfacetofaceコミュニケーションと.コンピュータによる共同作業支援を可能とする｡

ち合わせ,相互の編集,シミュレーションなどを共同で行う｡

(3)企業基幹情報システムとの連携

企業基幹情報系とネットワーク化され,企業情報へのアク

セスと処理を行う｡

(4)汎(はん)用ワークステーション機能

文書作成,帳票処理,プログラム開発,設計支援などの汎

用ワークステーションが備えている各種機能を持つ｡

4.3 適用アプリケーション

遠隔地とマルチメディアを用いたコミュニケーションを和

い,かつ互いに持っているデータを活用し,相互に相談しな

がら協調して共同作業を進める各種の仕事に有用である｡

適用分野は,一般のオフィス業務をはじめとして,企業内

教育,分散ソフト開発,出版,遠隔医痺相談,リモートエン

ジニアリングなど多様な分野等が考えられる(先の表=｡

8 グループテレワーキング システムの試作

5.1構 成

広帯域ISDNに対応したグループテレワーキングシステム

のコンセプトに基づいて,実験システムを試作した｡

グループテレワーキング実験システムの構成を図5に示す｡

試作システムの広帯域ISDN対応マルチメディアワークステ

ーションは,ワークステーション2050/32Eをベースにしてい

る6)･7)｡これに,ATM直結通信インタフェース,動画通信用可
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変長動画パケットコーデック,カメラなどの動画入力選択お

よび動画ウインドウ表示用ビデオプロセッサ,音声入出力機

能,光ディスク動画ファイルなどを統合し実現した｡

さらに,自然動画テレビジョン電話,マルチメディア電子

対話制御,広帯域ISDNマルチメディア通信制御,AV(Audio

Visual)制御などのソフトウェアを開発し,グループテレワー

キング システムを実現した｡

広帯域ISDN対応

マルチメディアWS

′ラ

ATM交換機

広帯域ISDN対応

マルチメディアWS

⊂]
/

/

/
l/ ll

テニ㌻福吉女這丁‾1

映像(テレビジョン電話,動画データ)

音声(電話)
二二二ニニ｢-

156Mビット/s

[コ
/

∠≡≡≡萱ヲ

広帯域ISDN対応

マルチメディアWS

⊂]
/

∠≡≡≡≡亘7

図5 グループテレワーキング実験システムの構成 映像,デー

タ,音声を用い,自然動画テレビジョン電話,マルチメディア電子対話

などの機能を用い,離れた所の医者どうしが相談を進める｡
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表2 グループテレワーキングシステムでの広帯域ISDN対応マルチメディアワークステーション

と画面例 facetofaceの密度の高いコミュニケーションと,コンピュータによるリアルタイムでの共同

作業が可能になる｡

項番 画 面 例 説 明

転欄●広帯域ISDN対応マルチメディアワークステーシ
ョンの外観
2050/32Eワークステーションをベースに,動画

通信,動画表示,ATM通信機能などを統合して

いる｡

ディスプレイの左側にテレビジョンカメラ,キ

ーボードの左側にハンドセットがある｡

tl∴書:1了

認 止■■

喝

●自然動画テレビジョン電話によるあいさつ

双方のワークステーションの動画ウインドウヘ

互いのようすを表示する｡

あいさつを交わし,医療相談に入る｡

j肌毒虫

●電子対話による医療相談

患者の問診票,動画データなどを送り,相互に

連動させ,検索,表示を行いながら説明を行う｡

動画の静止,拡大,テレポインティング,テレ

ライティングなどを行い相談を進める｡

本ワークステーションをATM交換機3)に接続し,グループ

テレワーキング実験システムを構築し,実験,評価を進めて

いる｡

5.2 グループテレワーキングシステムの試用実験

グループテレワーキングシステムのアプリケーション例

として,広帯域ISDNが普及する21世紀に向けて,今後,ます

ます重要となる地域医療での遠隔医療相談を取り上げた｡

一般医から遠隔地の専門医に対し,患者の問診票,画像,

映像などの各種データ等を用いて,医療相談を行うシナリオ

に基づく写真例を表2に示す｡

B グループテレワーキングシステムの実現方式

グループテレワーキング システムの機能要件を実現する

ための,広帯域ISDN対応ワークステーションとマルチメディ

ア統合通信,および電子対話について,そのねらいと実現方

式を,試作システムの例を含め以下に述べる｡

6.1広帯域ISDN対応ワークステーションとマルチメディア統

合通信

6.1.1広帯域ISDN対応ワークステーション

広帯域ISDN対応ワークステーションは,156Mビット/sの

ATM伝達方式の高速通信に対応し,広域にわたる動画,テ+-

タ,音声などのマルチメディア統合通信を実現する｡

広帯域ISDNが普及する1990年代後半では,コストパフォー

マンスの向上によるオフィス業務への急速な普及で,ワーク

ステーションは電話のような通信端末としても使用されると

想定される｡これによr),自席に居ながら,ワークステーシ

ョンの動画ウインドウを用いたテレビジョン電話機能などで

の遠隔地とのfacetofaceのコミュニケーションやマルチメデ

ィアを用いたコンピュータによる遠隔での共同作業支援機能

などの,新しい通信応用システムを提供するプラットフォー

ムとなる｡

グループテレワーキングシステムを実現する広帯域ISDN

対応ワークステーションの機能構成を図6に示す｡また,こ

の機能構成に基づく試作システムでの実現方式を表3に示す｡

6.1.2 広帯域ISDN対応マルチメディア制御通信技術

(1)データ,音声,動画統合通信機能

広帯域ISDNでは,すべてのデータがATMセル化され送ら

れる｡これを実現するため,OSI(OpenSystemsInterconnec-

tion)参照モデルの1層と2層の一部を,広帯域ISDN特有のア

ダプテーションレイヤ,ATMレイヤ,物理レイヤに分け,上

位屑へのインタフェースを提供するとともに,広帯域ISDNへ

接続する｡
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テレビジョン

カメラ 電子対話

ウインドウ

動画

表示ウインドウ

♂テレライティング
t t己ニテレポイント

R

ローカル処理
ウインドウ

ビデオ

プロセッサ

光ディスク

自然動画テレビジョン電話

ウインドウ

ワークステーション本体

自然動画テレビジョン電話

電子対話制御

広帯域ISDN

マルチメディア通信制御

AV制御

NTSC

符号化

ATM化

インタフェース
ATM

交換機

注二略語説明 ATM(AsynchronousTransferMode),AV(A=dioVis=叫

図6 広帯域ISDN対応ワークステーションの機能構成

通信を実現し,汎(はん)用ワークステーション機能に加えて,

機能を持つ｡

表3 広帯域ISDN対応ワークステーションの機能

タフエースと動画データ,音声を統合することにより

話,電子対話などの機能が実現される｡

ATM通信イン

テレビジョン電

項番 機能項目 試作システムでの実現方式

l

自然動画 ●NTSC自然動画ベースの高精細テレビジョン電話

テレビジ ●相手,自分の映像を可変サイズ,可変位置の動画

ヨン電話 ウインドウヘ表示

2 電子対話 ●表4を参照

3

広帯域

lSDNマル

チメデイ

ア通信

●156Mビット/sATM通信インタフェース

●CC汀T,q.931をベースにした広帯域ISDN呼制御

●拡張HNAに準拠したデータ通信制御

●PCM符号化による菖声通信

●NTSCパケット符号化による動画通信

4
動画制御

●光ディスクを用いた動画ファイルと,ローカル,

リモートのWSへの同時表示機能

●可変サイズ,可変位置の動画ウインドウ設定機能
処理 ●テレビジョン電話,動画入力用テレビジョンカメ

ラ制御

●AV機器入出力切換制御

5
音声制御 ●音声入力

処理 ●電話,音声入出力スピーカ,マイクロホン制御

注:略語説明 PCM(PuIseCodeModulation)

CCITT(国際電信電話諮問委異会)

HNA(HitachiNetworkArcHtecture)

アダプテーションレイヤは,コネクションレス形とコネク

ションオリエンテッド形を,また,サービス速度に関しては,

固定速度と可変速度がある｡ワークステーションでは,音声,

動画通信に関しては,コネクションオリエンテッド形で,符

号化方式によって固定速度か可変速度か,いずれかを選ぶ｡

データ通信の場合は,コネクションレス形の同定速度を除き,

いずれの組み合わせでも対応する｡
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ATMへ直接接続することにより,動画,データ,舌声統合

テレビジョン電話,電子対話,動画データ検索表示などの

試作システムでは,動画,データ,音声ともコネクション

オリエンテッド形を採用し,また,動画については,可変速

符号化装置を用い可変速度を採用している｡

また,音声,動画についてはendtoendでのリアルタイム

通信のほかに,データベース検索時などでの蓄積された音声,

動画データをリアルタイムで通信し表示する機能も要求され

てくる｡

(2)ネットワーキング機能

OSI参照モデルの上位層のプロトコルの標準化は,今後の課

題となっている｡

広帯域ISDNの特徴である高速通信,ブロードキャスト通信

を取り込んだ新しい手順とともに,既存ネットワークシステ

ムとの接続性を保ちながら段階的発展を踏まえて,広帯域

ISDNへ移行することが肝要である｡すなわち,電話は既存電

話網やISDNの電話と,テレビジョン電話はISDNのテレビジ

ョン電話と,データは既存の各種LANと相互に接続惟をとる

必要がある｡呼制御については,ISDNのDチャネルをベース

に機能拡張した方式などが検討されている8)｡上位層に関して

は,ワークステーションのオープンネットワーク化に対応し

た,OSIに準拠したネットワークアーキテクチャと業界標準の

ネットワークアーキテクチャのサポートがともに必要である｡

これらに加えて新たに,広帯域ISDN対応放送形サービス機

能,電子対諸機能で実現されているテレポインティング,テ

レライティング,テレエディティング(相互編集)などのリア

ルタイム形の通信機能,さらに,テレビジョン電話･テレビ

会議,電話,CATVアクセスなどの動画,音声特有の制御機



能の追加が,OSIアプリケーション層に,今後,標準として順

次加わってくる｡

広帯域ISDN対応ワークステーションの試作システムをベー

スとしたネットワークアーキテクチャを図7に示す｡

試作システムでは,呼制御はISDNの呼制御をベースに実現

している｡また,テ+タ通信では拡張HNA(HitachiNetwork

Architecture)を採用し,既存通信アプリケーションとの共存

を図っている｡また,電子対話,テレビジョン電話などの機

能は,アプリケーション層が提供する汎用API(Application

ProgramInterface)を用いて実現している｡

6.2 電子対話

6.2.1電子対話のねらい

電子対話は,近年脚光を浴び始めたコンピュータ支援によ

る共同作業(CSCW)の一種である｡CSCWが注目されるよう

になった背景には,通信の高速ディジタル化およびワークス

テーションの高機能･高性能化により,机上から電子化情報

の流通･加工が自由にできる環境が整いつつある点があげら

れる｡すなわち,CSCWはコンピュータ技術と通信技術の融

合によって実現される｡

CSCWは,作業場所の同一･分散および作業時間の即時･

非同期の組み合わせによっていくつかのタイプに分けられる｡

電子対話は,その内分散･即時系の共同作業を支援するもの

である｡

CSCWが従来のコンピュータ利用形態と最も大きく異なる

点は,人間どうしのコミュニケーションを目標としているこ

とである｡これは,電子対話のように即時系のシステムだけ

応 用

システム
グループテレワーキングシステム

ァ7苛要撃雪∃,電子対話ジミヒ妄語動画検索アブPリ

ケーション

(【Ulり
拡張HNA

データ通信

l
PCM

音声符号化

NTSC動画

可変速符号化プレゼン

丁-ソヨン

セッショ ン

([∪=) (∩山l)

トランス
ポート

ネットワーク
呼制御

(0.931ベース)

データリンク
データリンク制御

(+APD)l(LAPB)

フィジカル
アダプテーション(CBR,VBR)

ATMセル化,物理インタフェース(156Mピット/s)

OSルイセ

チャネル
制 御 データ 音 声 動 画

注:略語説明 CBR(ContimousBitRate),VBR(VariableBit Rate),

OS=opensystemslnterconnection)

図7 広帯域】SDNワークステーションでのマルチメディア統合通信

アーキテクチャ 1SDNプロトコルをベースとした呼制御,拡張HNAを

ベースとしたデータ通信に,動画,音声通信をラ統合している｡
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でなく,電子メールのように発信と受信が非同期のものに対

しても真である｡一方,従来の形態では,スタンドアロンで

あっても分散処理であっても,人間とコンピュータのコミュ

ニケーションが主である｡

6.2.2 電子対話システムの機能･特徴

電子対話システムは,図8に示すように従来の電話による

音声に加えて,ワークステーション2050/32上の文書やプログ

ラムなどの電子化情報を共有することによr),離れた人どう

しが居ながらにして効率的なコミュニケーションを図ること

を可能とする｡通常の会議で発生する主な事象と,それに対

し電子対話システムが提供する機能一覧を表4に示す｡その

特徴は,以下に述べるとおりである｡

(1)電子対話の制御部と対話プログラムとは切り離されてお

り,対話プログラムを選択することによって必要に応じた対

話を実現できる｡例えば,文書編集ソフトウェアを用いれば,

ある文書についての相談や即時共同編集が,意思決定支援ソ

フトウェアを起動すれば,従来の文書による打ち合わせでは

できないような条件を種々変えての共同シミュレーションと

いったことが吋能となる｡

(2)対話プログラムは,通常電子対話用に特別に作成する必

要はない｡既存のソフトウェアが,対話状態でも使用できる(,

(3)すなわち,対話プログラムは対話専用ではなく,個人処

理状態でも従来どおり使用できる｡したがって,佃人処理状

態で作成した情報を共同作業で使用したり,あるいはその逆

の処理が自由に行える｡

(4)1Tlのワークステーション上で,共同作業と個人作業の

共存が可能である｡

(5)三者以上の多者問での対話が可能である｡

●

圏 電話

2050/32
ワークステーション

嘩
PBX

LAN

ISDN

広帯域ISDN

●

遠隔編集

指示権･ペン

注:略語説明 PBX(Privat8日ranchExchange)

図8 電子対話システムの構成 電子対話では,音声に加えワーク

ステーションの電子化情報を共有することにより,居ながらにして効率

的なコミュニケーションを実現できる｡
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表4 電子対話システムの提供機能 従来の会議などで発生する事
象に対応して,右側に示したような機能を提供する｡

項番 従来の会議での主な事象 電子対話システムの提供機能

l 音声による会話 ●従来どおり電話を使用

2
同一資料への;主目

(コピーは複数あづてもよい｡)

●討議の対象となる資料の送付

●討議の対象となる資料の全WS上へ

の表示

3
資料上での討議個所の明

示

●WSに表示された資料上で,各参加

者が指示した討議個所の全WS上で

の明示(テレポインティング)

4
黒板や資料上への書き込

み･討議

●手書きおよび手書き消去機能と,

その結果の全WS上への同時反映

(テレライティング)

5 資料の修正

●討議対象資料に対する任意の参加
者からの即時編集,および編集結

果の全WS上への同時反映(遠隔相

互編集)

6

必要に応じた関連資料･

情報の討議場所への持ち

込み

●会議中に必要となった資料の即時

転送･表示

●WS内での会議以外の個人処理の共

存

7
会議メンバーの表情･動 ●前節の広帯域ISDN通信端末の自然
作に基づく会議進行 動画テレビジョン電話機能を使用

注:項番2から5については,表2および図6も参照のこと｡

8 結 言

1990年代後半から本格的に実用化が進む広帯域ISDNを活用

する,通信プラットフォーム｢グループテレワーキングシ

ステム+のコンセプト提案を行い,機能要件,実現方式およ

び試作システムについて述べた｡
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本システムにより,自分の机のマルチメディアワークステ

‾ションから,広帯域ISDNを用いて遠隔地どうしでのfacet｡

faceのコミュニケーションと,コンピュータの支援による共同

作業をリアルタイムで行うことができるようになる｡

今後,広帯域ISDNのサービス開始時期に向けて,実用化を

図るため,実験,評価を進めていく｡
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